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記　　　録

次のとおり学内研究発表会及び公開講座等を開催した。

１　学内研究発表会

研究委員会主催

※新型コロナウイルス感染症対策としてWEB会議システムを利用して実施した。

2022年度神奈川県立保健福祉大学 研究発表会

日　時：2022年８月24日㈬

演　題：16演題

学長特別プロジェクト
新型コロナウィルス感染症に対する国・神奈川県の対応と社会情勢

〇松永早苗１）

１）実践教育センター

学長特別プロジェクト
神奈川県立保健福祉大学における新型コロナウィルス感染症への対応と今後の展望

○渡邊亮１）

１）ヘルスイノベーション研究科

学長特別プロジェクト
新型コロナウィルス感染症流行下における神奈川県立保健福祉大学教員の教育・研究活動への取り組みと
生活習慣への影響について

○藤田峰子１）

１）リハビリテーション学科

学長特別プロジェクト
新型コロナウィルス感染症が学生生活に及ぼす影響―アンケート調査による実態把握―

○駿藤晶子１）

１）栄養学科

学長特別プロジェクト
新型コロナウィルス感染症パンデミックに対する本学教職員の研究・社会貢献活動

○石井忍１）

１）社会福祉学科

学長特別プロジェクト
神奈川県立保健福祉大学における新型コロナウィルス感染症への対応と今後の展望：総括と提言

○渡邊亮１）

１）ヘルスイノベーション研究科

母乳育児支援のための食品開発

○徳野慎一１）、吉田穂波１）

１）ヘルスイノベーション研究科

職場における礼節の欠如と１年後の抑うつ症状との関連：大学法人における前向きコホート研究

○津野香奈美１）

１）ヘルスイノベーション研究科



記　　　　　　　録

─ 84 ─

カンボジアの児における低体重と早期乳歯う蝕との関連性

○久保田　悠１）、Nhep San Pech２）、Callum Durward３）、小川祐司４）

１）ヘルスイノベーション研究科　
２）Faculty of Dental Nurse, University of Kampong Cham
３）Faculty of Dentistry, University of Puthisastra
４）新潟大学大学院医歯学総合研究科口腔健康科学講座予防歯科学分野

地域の保健医療データの集積･分析及びデータ活用研修

○伊藤紗也佳１）、岩根泰蔵１）、渡邊亮１）２）、黒河昭雄１）

１）イノベーション政策研究センター
２）ヘルスイノベーション研究科

療養通所介護事業所の経済的評価に関する考察

○石原美和１）、大場紅莉２）

１）実践教育センター
２）虎の門病院

神奈川県における高齢者福祉施設等を対象とした感染予防スタッフ育成研修の報告

○黒木利恵１）、松永早苗１）、石原美和１）

１）実践教育センター

退院時における生活機能サマリーの検討　～ ICFに準拠した情報活用に向けて～

○柴山志穂美１）、大夛賀政昭２）、山口佳小里２）、坂田薫３）

１）実践教育センター
２）国立保健医療科学院
３）京都民医連中央病院

新人看護師のための看護技術トレーニング用ARコンテンツの開発と評価

○水戸優子１）、長島俊輔１）、森朱輝１）、佐々木杏子１）、渡邉惠１）、加藤木真史１）、小池美智子２）、高木里佳２） 
１）看護学科
２）国家公務員共済組合連合会横須賀共済病院

横須賀地区嚥下調整食分類早見集作成・運用の取組み

○樋口良子１）、駿藤晶子１）、名古亜貴子２）

１）栄養学科
２）横須賀地区栄養士連絡協議会

ボッチャナショナルチームに対する栄養サポート

○片岡沙織１）

１）栄養学科
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2　公開講座等

ヘルスイノベーション研究科・実践教育センター・イノベーション政策研究センター共催

「神奈川県立保健福祉大学ワークショップ」

日　時：第１回　2022年８月20日㈯、2022年９月３日㈯（２回シリーズ）

　　　　第２回　2023年２月25日㈯、2023年３月４日㈯（２回シリーズ）

内　容：�ワークショップを通じて、医療現場の困りごと解決のための実践的な手法を習得する機会を提供した。

実践教育センター主催

令和４年度公開講座

※新型コロナウイルス感染症対策としてWEB会議システムを利用して実施した。

日　時：2022年９月17日㈯

テーマ： いつまでも自分らしく　～コロナ禍で考える　在宅・看取り・介護・医療～

講　師：佐々涼子氏　ノンフィクション作家

内　容：�家族を看取った経験やノンフィクション作家としての目線で、介護や医療について語られたことが興

味深く、受講者各々が家族との別れや、専門職としての経験を思い起こしながら、自己の死生観を考

える機会になった。

地域貢献研究センター主催

⑴ヒューマンサービス公開講座（春期）

　日時：2022年５月21日㈯　13：00 ～ 16：10

　メインテーマ：「健康」を見つめる 

　講師と講演テーマ：○中村 丁次 学長

　　　　　　　　　　「高齢社会における健康寿命の延伸とは」

　　　　　　　　　　○臺 有桂 教授（看護学科）

　　　　　　　　　　「地域とつながって健康をつくる」

　　　　　　　　　　○遠又 靖丈 准教授（栄養学科）

　　　　　　　　　　「食事・栄養・老化・健康寿命・healthy ageing。そしてヒューマンサービス」

　　　　　　　　　　○成松 宏人 教授（ヘルスイノベーション研究科）

　　　　　　　　　　「自分で自分の健康をデザインする社会を創る

　　　　　　　　　　－神奈川みらい未病コホート研究の現場から－」

⑵ヒューマンサービス公開講座（秋期）

　日時：2022年10月22日㈯　13：00 ～ 16：30

　メインテーマ：ヒューマンサービスの発展

　講師と講演テーマ： ○玉川 淳（社会福祉学科 教授）

　　　　　　　 　　　「ヒューマンサービスと地域共生社会」

　　　　　　　　　　○菅原 憲一（保健福祉学研究科長）

　　　　　　　　　　 「ヒューマンサービスとリハビリテーション

　　　　　　　　　　 　－運動障害と運動による治療の重要性－」

　　　　　　　　　　○福田 平（人間総合科 准教授）

　　　　　　 　　　　「フレイル及びサルコペニア判定と予防」
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イノベーション政策研究センター主催

⑴「臨床研究おしゃべりサロン」

　日　時：2022年８月１日㈪、2022年11月19日㈯、2023年２月27日㈪

　内　容：�臨床研究について幅広く理解することを目的に、一般の方を対象にしたサロンを通じて、臨床研究・

臨床試験について、対象疾患や治療法を含めて学習する機会を提供した。

⑵オープンセミナー「再生医療特論」

　期　間：2022年10月３日㈪～ 2023年１月30日㈪（15回シリーズ）

　内　容：�再生医療分野の研究開発の最前線で取り組まれている著名な研究者の方々を招き、再生医療をはじ

めとする先端生命科学の研究動向や政策動向について学ぶセミナーを開催した（ヘルスイノベー

ション研究科独自の教育コンテンツである「再生医療特論」の講義の一部を一般に公開したもの）。


